
 

 

 

 

～
尾
張
新
次
郎
太
鼓
保
存
会
～ 

「
尾
張
新
次
郎
太
鼓
」
は
、
愛
知
県
西
部
の
農
村
地
帯
に
伝
わ
る
神
楽

太
鼓
で
す
。
そ
の
名
は
祭
囃
子
の
復
活
に
生
涯
を
捧
げ
た
、
故
西
川
新
次

郎
氏
の
名
前
か
ら
き
て
い
ま
す
。 

 

太
平
洋
戦
争
前
ま
で
神
楽
太
鼓
は
、
農
村
の
青
年
達
が
、
神
仏
に
奉
納

す
る
芸
能
の
一
つ
と
し
て
盛
ん
に
叩
か
れ
て
き
ま
し
た
。
時
に
は
競
技
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
太
平
洋
戦
争
・
伊
勢
湾
台
風
を
経
る
と
、
祭
礼
で

も
太
鼓
と
笛
の
音
の
響
く
所
は
少
な
く
な
って
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

下
之
一
色
の
西
川
新
次
郎
氏
は
、
昭
和
４
０
年
ご
ろ
か
ら
、
港
区
旧
南

陽
町
や
中
川
区
旧
富
田
町
な
ど
、
か
つ
て
農
村
だ
っ
た
自
治
会
か
ら
要
請

を
う
け
、
自
分
の
覚
え
た
神
楽
太
鼓
の
技
を
精
力
的
に
若
者
へ
伝
え
た
の
で

す
。
昭
和
５
４
年
、
多
く
の
弟
子
ム
ラ
が
一
堂
に
集
い
、
「
尾
張
新
次
郎
太

鼓
保
存
会
」を
結
成
し
、
新
次
郎
氏
は
初
代
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。 

現
在
は
福
田
学
区
を
活
動
拠
点
と
し
、
西
福
田
学
区
に
も
支
部
を
置

い
て
お
り
ま
す
。 

～
尾
張
太
鼓
小
西
保
存
会
～ 

 

今
か
ら
二
百
年
ほ
ど
前
、
江
戸
時
代
は
、
後
期
の
頃
よ
り
尾
張

地
方
、
こ
と
に
愛
知
県
海
部
郡
南
西
部
地
方
に
、
神
社
の
祭
礼
に

五
穀
豊
穣
と
住
民
の
安
全
を
願
って
、
金
色
に
輝
く
屋
形
神
楽
を

引
き
回
し
、
勇
壮
に
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
村
々
を
廻
る
風
習
が

伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
と
き
打
ち
鳴
ら
す
太
鼓
の
打
法

を
、
「尾
張
太
鼓
」
と
い
い
ま
す
。 

 

～
尾
張
太
鼓
「
川
原
太
鼓
連
」～ 

十
年
前
、
「
合
併
５
０
周
年
記
念
事
業
」
の
折
に
、
尾
張
太
鼓

小
西
保
存
会
の
支
援
を
受
け
、
数
十
年
ぶ
り
に
活
動
を
再
開
し

た
「尾
張
太
鼓
」
の
流
れ
を
汲
む
団
体
で
す
。 

伝
統
芸
能
紹
介 

第５回 

南陽地域 

ふれあいまつり 

（各
団
体
か
ら
の 

提
供
資
料
よ
り
） 

参考 

～
春
田
野
神
明
社
奉
賛
会
～ 

「
春
田
野
神
明
社
」
は
東
福
田
地
区
開
拓
の
際
、
伊
勢
神
宮
ご

分
霊
を
仰
ぎ
奉
り
て
奉
祀
し
、
工
事
の
成
功
を
祈
った
神
社
で
、

雅
楽
の
演
奏
は
、
八
十
～
九
十
年
前
に
先
人
が
熱
田
神
宮
へ
稽
古

に
行
か
れ
、
習
得
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。 

※
各
団
体
へ
の
加
入
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
会
を
通
じ
て
行
って
お
り
ま
す
。 


